
矢
代
は
帝
室
博
物
館
か
ら
欧
米
各
国
博
物
館
の
調
査
も
嘱
託
さ
れ
て
同
年
四

東
京
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
殿

同
十
八
年
に
本
校
教
授
に
昇
格
、
同
二
十
二
年
に
帝
国
芸
術
院
会
員
、
同
三
十

年
に
重
要
無
形
文
化
財
（
蒔
絵
）
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
同
三
十
八
年
に
東
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東
京
美
術
学
校
教
授

矢
代
幸
雄
〔
印
〕

ダ
）
へ
出
張
致
シ
度
ク
、
此
段
願
上
候
也

昭
和
二
年
二
月
十
六
日

ー
ス
ト
リ
ヤ
、
イ
ク
リ
ヤ
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
米
合
衆
國
、

カ
ナ

就
テ
ハ
、
研
究
材
料
ヲ
廣
ク
蒐
集
整
理
シ
タ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
営
時
欧
洲
滞

留
期
間
再
度
ノ
延
期
満
期
シ
タ
ル
為
メ
、
研
究
半
途
ニ
シ
テ
中
絶
ノ
止
ム
ナ

キ
ニ
立
チ
到
リ
候
。
此
点
ハ
著
書

S
a
n
d
r
o
B
o
tti
c
e
lli

ノ
序
文
二
縮
明

致
シ
置
キ
タ
リ
ト
雖
モ

、
學
徒
ト
シ
テ
小
生
ノ
遺
憾
ヤ
ル
方
ナ

キ

ハ
勿
論
、

従
来
世
界
ノ

「
ボ
テ
ィ
チ
ェ
リ
」
研
究
中
、
最
モ
丁
寧
ナ
ル
研
究
ノ
一
タ
ル

ヲ
言
明
シ
テ
憚
ラ
ザ
ル
小
生
ノ
著
述
ノ
學
述
的
貢
献
ヲ
完
フ
セ
ザ
ル
所
以
ヵ

ト
モ
考
ヘ
ラ
レ
候
大
正
十
四
年
小
生
帰
朝
致
シ
テ
後
、

S
a
n
d
r
o
B
otti, 

c
e
lli
「
ロ
ン
ド
ン
」
二
刊
行
セ
ラ
レ
諸
種
ノ
學
術
的
批
評
欧
米
各
國
ニ
ア
ラ

ワ
ル
、
ヤ
、
財
園
法
人
啓
明
會
ハ
是
ガ
債
値
ヲ
認
メ
、
且
ッ
小
生
ガ
研
究
継

〔
マ
マ

〕

緻
ノ
希
望
ヲ
容
レ
テ

「
ボ
テ
ィ
チ
ヱ
リ
」
ヲ
中
心
ト
シ
タ
ル
文
藝
復
興
期
ノ

研
究
」
ナ
ル
題
目
ノ
下
二
研
究
費
支
給
ヲ
決
定
セ
ラ
レ
候
財
圃
法
人
啓
明

會
ノ
支
給
ス
ル
研
究
費
ハ
左
ノ
如
ク
欧
米
諸
際
研
究
旅
行
費
ヲ
含
ム

欧
米
諸
国
滞
在
及
研
究
費
（
一
ヶ
月
三
百
六
十
円
ト
シ
テ
一
ケ
年
間
）

金
四
千
三
百
二
十

円

旅

行

喪

金

三

千

円

金
七
千
三
百
二
十
円

フ
ラ
ン
ス
、
オ

合
計

〔
原
文
空
白〕

以
上
研
究
継
績
並
ビ
ニ
完
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
、
小
生
儀
昭
和
二
年
四
月
日

ヨ
リ
往
復
共
満
一
ケ
年
問
欧
米
各
国
（
ロ
シ
ャ
、
ド
イ
ツ
、

⑥

松
田
権
六
の
起
用

昭
和
二
年
九
月
二
十
三
日
、
松
田
権
六
が
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
松
田
は

明
治
二
十
九
年
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。
同
県
立
工
業
学
校
漆
工
科
描
金
部
卒

業
後
本
校
漆
工
科
に
入
り
、
大
正
八
年
に
卒
業
し
た
。
同
年
十
二
月
よ
り
同
十

年
三
月
ま
で
兵
役
（
陸
軍
歩
兵
少
尉
）
に
就
い
た
後
、
東
洋
文
庫
に
お
け
る
楽

浪
漆
器
の
修
理
に
同
十
四
年
ま
で
従
事。

そ
の
傍
ら
、
東
京
市
職
業
訓
練
所
塗

装
科
を
受
講
し
、
浅
井
家
具
株
式
会
社
に
就
職
。
西
洋
塗
装
を
修
業
し
つ
つ
自

宅
で
の
漆
器
製
作
に
も
従
事
し
た
。
同
十
三
年
九
月
、
第
十
二
回
農
商
務
省
エ

芸
展
覧
会
に
出
品
し
た
蒔
絵
手
呂
が
二
等
賞
を
受
賞
、
政
府
買
上
げ
と
な
り
、

翌
十
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
に
出
品
、
金
牌
を
授
与
さ

れ
た
。
同
十
五
年
十
一
月
、
株
式
会
社
並
木
製
作
所
（
後
の

。ハ
イ
ロ
ッ
ト
万
年

筆
）
に
入
所
し
漆
工
班
主
査
と
な
り
、
翌
昭
和
二
年
九
月
に
退
職
（
顧
問
と
な

る）
。
同
月
、
本
校
助
教
授
と
な
り
、
漆
工
科
蒔
絵
及
び
調
漆
実
習
を
担
任
し

た
。
同
三
年
二
月
二
十
五
日
、
宮
内
省
依
嘱
の
御
大
礼
御
剣
（
即
位
の
太
刀
）

楳
飾
製
作
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
自
著
『
う
る
し
の
つ
や
』

（
昭
和
五
十
六
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
）
で
、
教
壇
に
は
立
た
ず
、
御
大
礼
御
剣
の

外
装
漆
作
業
に
専
念
し
て
、
大
小
の
菊
紋
三
十
二
個
を
完
成
さ
せ
る
の
に
二
年

半
を
要
し
た
と
記
し
て
い
る
。
昭
和
二
年
、
第
八
回
帝
展
に
出
品
、
初
入
選
。

以
後
、
同
展
及
び
新
文
展
、
日
展
に
同
一
二
十
三
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
出
品
。
そ
の

間
、
同
四
年
特
選
、
同
五
年
推
薦
、
同
九
年
と
十
三
年
に
は
審
査
員
と
な
り
、

月
十
四
日
出
発
、
翌
三
年
五
月
十
一
日
に
帰
国
し
、
復
職
し
た
。

昭和 2年



此
の
工
事
完
成
の
上
は
維
持
費
十
敷
萬
園
と
共
に
美
術
學
校
に
寄
附
し
て
美

京
芸
術
大
学
を
停
年
退
官
し
名
誉
教
授
と
な
る
。

⑦

黒
田
記
念
館
起
工
式

昭
和
二
年
十
月
二
十
二
日
、
本
校
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
る
黒
田
記
念
館
の
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。
同
日
の
『
国
民
新
聞
』
は
そ
の
正
面
見
取
図
を
掲
げ
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

故
黒
田
子
記
念
館

美
術
校
内
に
け
ふ
起
工

去
る
大
正
十
―
―
一
年
六
月
逝
去
し
た
わ
が
洋
甕
界
の
泰
斗
故
黒
田
清
輝
子
が
臨

終
に
際
し
子
爵
所
有
の
不
動
産
三
分
の
一
を
美
術
事
業
に
寄
附
す
る
旨
を
遺

言
し
た
の
に
基
き
遺
言
執
行
者
樺
山
愛
輔
伯
、
久
米
桂
一
郎
氏
、
打
田
雛
護

士
等
は
不
動
産
の
換
債
慮
分
を
三
井
信
託
に
委
託
し
昨
年
末
全
部
を
慮
分
す

る
事
が
出
来
た
の
で
今
春
牧
野
〔
伸
顕
〕
伯
を
総
裁
に
福
原
〔
錬
二
郎
〕
美

術
院
長
、
正
木
〔
直
彦
〕
美
術
學
校
長
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
藤
島

武
二
、
岡
田
信
一
郎
そ
の
他
の
諸
氏
を
委
員
と
し
て
種
々
研
究
し
た
結
果
、

黒
田
記
念
館
を
建
設
し
て
故
子
爵
の
逍
作
を
陳
列
し
美
術
並
に
古
典
藝
術
の

研
究
に
資
す
る
事
に
な
っ
た

月
初
旬
設
計
も
完
了
し
た
の
で
愈
々
今
二
十
二
日
午
後
二
時
半
地
鎖
祭
を
執

行
の
上
竹
中
組
の
手
で
工
事
に
著
手
す
る
事
に
な
っ
た

術
研
究
に
資
す
る
筈
で
あ
る
と
〔
下
略
〕

百
六
十
餘
坪
の
不
燃
質
建
築
と
す
る
こ
と
に
な
り
岡
田
信
一
郎
氏
の
手
で
先

記
念
館
建
設
の
場
所
は
、
美
術
學
校
楷
内
工
費
は
十
敷
萬
圃
、
穂
建
坪

-…~ -七~ ＼ 

≫
 

『元型』創刊号表紙

で
謄
写
刷
り
の
『
元

月
、
高
村
の
私
費
刊
行

こ
の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
は
黒
田
記
念
館
を
本
校
の
所
属

と
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
帝
国
美
術
院
附
属
に
決
定
し
、
昭
和
五
年
に
至
り
、

こ
こ
に
同
院
附
属
美
術
研
究
所
が
置
か
れ
た
。
な
お
、
黒
田
記
念
館
の
建
物
は

旧
東
京
府
美
術
館
、
本
学
陳
列
館
（
辺
頁
参
照
）
と
と
も
に
岡
田
信

一
郎
設
計
の

美
術
館
三
部
作
と
言
わ
れ
る
。

⑧

元
型
と
エ
人
社

昭
和
初
期
の
工
芸
界
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
グ
ル
ー
プ
に
元
型
と

工
人
社
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
両
方
と
も
本
校
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
で

あ
る
。元
型
は
大
正
十
五
年
六
月
、
高
村
豊
周
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
創
立
時
の

メ
ン
バ
ー
は
高
村
豊
周
、
杉
田
禾
堂
、
山
本
安
曇
、
豊
田
勝
秋
、
西
村
敏
彦
、

佐
々
木
象
堂
、
内
藤
春
治
（
以
上
鋳
金
）
、
北
原
千
鹿
、
村
越
道
守
（
以
上
彫

金
）
、
鈴
木
素
興
、
加
藤
居
山
、
太
田
自
適
、
佐
藤
陽
雲
、
田
口
啓
次
郎
、
松

田
権
六
、
山
崎
覚
太
郎
、
吉
田
源
十
郎
（
以
上
漆
芸
）
、
広
川
松
五
郎

、

渋
江

終
吉
（
以
上
染
織
）
、
藤
井
達
吉
（
雑
工
芸
）
、
渡
辺
素
舟
（
評
論
）
の
二
十
一

名
、
本
校
卒
業
生
は
十
二
名
、
そ
の
内
当
時
本
校
教
官
は
五
名
あ
り
、

い
ず
れ

も
新
進
気
鋭
の
作
家
で

あ
る
。
そ
の
後
、
松
田

権
六
が
退
会
、
磯
矢
陽

が
同
人
と
な
る
な
ど
が

あ
っ
た
。
昭
和
二
年
一
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